
品川区　保活実態調査

【2021年度】結果
調査目的　：保活の当事者の声を見える化し、後輩ママへのアドバイスや行政へ働き掛ける材料とする.ことを目的とする。

調査方法　：googleフォームを活用したWebアンケート調査

調査対象　：2021年度4月入園に向けて保活を実施した品川区在住の保護者

調査期間　：2021/ 3/19～2021/4/18

有効回答数：62件

調査実施主体：しなっこねっと（https://shinacco.net/）　品川区で子育てをする現役ママが、

　　　自身の体験をもとにWebサイトやSNS等での情報発信・座談会等のイベント企画運営を行っています。

⚫品川区保活実態調査の結果はこちらより 　

⚫品川区保活実態調査の結果の元データはこちらより
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【2021年度　品川区保活実態調査　結果概要と考察】

◉今回の調査では30%以上が妊娠中に保活を開始、希望通りの保育施設に入園できたの
は58.1%。（問7）
◉新型コロナウイルスにより17.5％が入園時期を遅らせた。（問9）
◉見学した保育園数が、20％が0件、30％が1～3件。（問11）
　しかし見学ができなかったことへの不安を訴える声多数（問21）
◉「保育園のご案内」は98.4％、「認可保育園等一次選考内定者最下指数一覧」は87.1％が
利用。区の窓口相談やかんがるープラン等の制度、ママ同士のコミュニティ情報、SNS等が
役に立った。（問23）
◉95.1%の保護者が保活に何らかの負担を感じていた。情報収集、手続き、内定指数、精神
的・肉体的負担等。（問19、問20）
◉ベビーシッターの活用について、保育園に入園できない場合の選択肢として40％が検
討、しかし利用への不安も多く寄せられており、安心して使える環境作りに課題（問25、問
26）
◉保育園に入園を希望する理由としては「保護者のキャリアの継続」「子どもの社会性醸成の
ため」等理由が分散。入園できる可能性を高めるために低年齢・4月度入園を選択している
人が多い。
◉希望する時期での入園保証があるなら「1歳の誕生日を迎える月」が32.8%と「1歳児クラス（
4月）」31.1%を上回った。（問28）
◉要望としての第一位は「育休明け加点が欲しい（保育園枠を確保するため急いで保育園
にあずけなくて済むかもしれない）」が62.5%で第一位。入園人数が多い（＝内定しやすい）
ことを優先し0歳児で入園させているジレンマが感じ取れる。（問2、問30）
◉要望として、保活のDXを求める声多数。「見学予約のWeb化」「認可保育園等一次選考
内定者最下指数一覧」の「Webで指数階層が算出できるように」との要望が多い。（問31）
◉品川区の情報提供や保育園数の充実に対し肯定的な意見多数。数は少ないが多胎児の
保活の困難さを訴える声がある。（問33）

【2021年度　品川区保活実態調査　目次】
【１】回答者の属性　　　

【２】保活の時期と実態　　　　　

【３】保活での負担感　　　

【４】新型コロナウイルスの影響や変化を感じたこと

【５】役立ったもの、よかったこと

【６】保育園以外の選択肢・ベビーシッター補助制度について

【７】保育園に入園を希望した理由と入園時期について

【８】感想・要望

【１】回答者の属性
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１、お住まいの地域を教えてください。品川での保活経験者以外の方はその他を選択して

ください。61 件の回答
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【２】保活の時期と実態
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１３、保活にあたり活用したものがあれば教えてください。（複数選択可）　　62件の回答
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１５、認可保育所の申込みにあたり、指数を上げるために行ったことがあれば教えてください。（複数選択可）　60

件の回答

選択肢 人数

特になし 50

年度途中からの認可外保育施設等の利用 7

雇用形態・勤務形態の変更 2

離婚を検討 1

認可には申込していない 1

【自由回答】去年から0歳児の弟を先に入園させて、姉は落ちたので認可外保育園に通わせていました 1

【自由回答】前年度に定期利用保育を利用 1
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１７、今回保育施設を利用できなかった方はお答えください。あてはまる項目をお選びください。（複数選択可）　

　11件の回答

選択肢 人数

申し込みをした保育施設から連絡がなかった ４

もっと子供と一緒にいたかったため、不承諾狙いで申し込み、または内定を辞退した ４

場所が希望と合わなかったため申し込みをしなかった、または内定を辞退した ２

急な転勤のため、申込期日に間に合わなかった １

保育の内容が希望に合わなかったため申し込みをしなかった、または内定を辞退した １

兄弟別園となるため申し込みをしなかった、または内定を辞退した １

早生まれのため、申込期日に間に合わなかった ０

開所時間が希望と合わなかったため申し込みをしなかった、または内定を辞退した ０

認可外保育の質に不安があるため申し込みをしなかった、または内定を辞退した ０

認可外保育は保育料が高額となるため申し込みをしなかった、または内定を辞退した ０

新型コロナウイルスの影響で勤務形態等が変わり申し込みをしなかった、または内定を辞退した ０

新型コロナウイルスへの不安があるため申し込みをしなかった、または内定を辞退した ０
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【３】保活の負担感

２０、保活で負担を感じたことについて当てはまる項目をお選びください。（複数選択可）　62

件の回答

選択肢 人数 割合

園の情報収集 43 69.4%

言葉の定義や仕組みの理解（認可・認可外、基本指数・調整指数など） 42 67.7%

見学の予約および実施 37 59.7%

申込書類の準備および提出 36 58.1%

職場との調整（復職時期の短縮または延長） 14 22.6%

保活が長期化した 10 16.1%

職場との調整（就労条件の変更） 8 12.9%

入園可能性を上げるため、一旦他の施設に預けた 4 6.5%

特になし 2 3.2%

【自由記述回答】2月まで内定が分からない不安 1 1.6%

【自由記述回答】一歳児の保活が激戦すぎて0歳児入園に仕方なくした 1 1.6%

【自由記述回答】前年度に不承諾になり、1年間兄弟別園に送迎したこと 1 1.6%

【自由記述回答】納税額が多ければ多いほど希望園に入りにくい不利な現実 1 1.6%

【４】新型コロナウイルスの影響や変化を感じたこと

２１、保活の中で、新型コロナウイルスの影響や変化を感じたことがありましたら自由にお

書きください。　　回答者数35名

①園の見学に関すること
園の見学なしや親ひとりだけでの見学というところが多かったこと。/  見学できない園があった。  /   見学受け入
れ人数が少なく、そもそも見学申込が激戦。 / 見学場所が限られたり、断られたりした  /  見学がしづらくなった。
/  接触機会を減らすために、園児がいない時間帯に見学することが多くの園であり、園児がどのように遊んでい
るか見ることができなかった。 /  見学がなかなかできませんでした。また、実際の様子が見たくても子供がいな
い土日の見学しかできなかったりで様子がよくわかりませんでした。   /  妊娠中に保活をしたかったが、コロナの
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影響で見学ができなかった  /  見学がなかなかできませんでした。また、実際の様子が見たくても子供がいない
土日の見学しかできなかったりで様子がよくわかりませんでした。 /  両親揃っての見学が出来なかった  /   コロ
ナの影響で見学ができない園がほとんどで、園の雰囲気を知る事が難しかった。/  説明会や見学会などが少な
い、または開催されないことが多いと感じた。実際に保育園への見学も控えた。  /   園の見学不可の期間があ
り、保活の開始が想定よりも遅くなりました。/ 見学未実施の園が多かった / 両親で見学ができなかった   /  見
学不可の園や見学ができても実際の保育の現場を見ることができない園が多かった  /  施設の見学ができな
い、または予約がすぐ埋まるなど、見学できないまま申込した  /  自粛要請により園見学の開始時期が未定、延
期になり見学予約をとるのに苦労した。 /   緊急事態宣言で慣らし保育が遅れ、結果認可保育園の見学開始が
7月になりました。  /  また見学も人数制限されており、予約が取りにくくて見学できなかった園もありました。  /
見学が人数制限されていて、申し込みしたあとに見学にいった園もあったので、申し込み前に行きたかった。/
見学になかなか行けず、申込締切後の見学となった。/  園の見学枠が減少し見学できなかった、zoomなどオン
ライン説明会が増加し子連れにはありがたい(ただ、オンライン枠が少なくて申込不可の園もあった)、見学範
囲、時間が制限された  /   ほとんどの保育園が見学できない、もしくはオンラインでの説明だったので、保育園
生活のイメージが湧きにくかった。  /   保育の見学が1件しかできなかった / コロナの影響で施設見学や説明会
を受けられなかった  /  園の見学に制限が生じた為、まず見学予約が争奪戦であった。また、見学解禁後は短
い期間の中で生後2.3ヶ月の子どもと一日に複数園見学する等負担に感じる事があった。 /  見学の人数制限な
どで予定より遅い見学になってしまった  /  コロナの影響で保育園内の見学が限定的であり、各園の特徴が掴
みづらかった / 見学の人数を減らしていたため、予約が大変だった / 見学人数が限定されているので、数ヶ月
先の予約しか取れず、申請ギリギリになった。

②指数に関すること
・例年の入園状況や指数が参考になるか見通しを持ちにくかった。

・コロナウィルスの影響のある医療従事者であるが医師看護師以外だったため加点がもらえなかった。

③復職に関すること
・復職に不安を感じました。通勤等で感染リスクが高まるため。

④手続きに関すること、その他
・子供を連れて区役所に行ったが、幼児食やおやつを食べさせられる場所がなく、周囲にも子供を連れてご飯を

食べさせられる場所がなかったため、雨天時に大変だった。

・園のコロナ対策が保育士さんの現状の人数だと実際にはかなり難しいと痛感し清掃職員配置などの改善を望

む

２２、新型コロナウイルスの影響以外で、保活における苦労や負担を感じたことについて自

由にお書きください。　回答者数27名

①情報収集に関すること
・子供の性格等あいそうなところを探すのが大変。それに、忙しいとは思うが保育課の方の対応もいまいち。もっ

と親身になって相談にのってほしいし、アドバイスも欲しいと感じました。

・全保育園情報の一元化がされていない点

・引っ越してすぐの申し込みだったので土地勘がない中での保育園探しが大変だった。認可保育園が決まらな

かった場合、どこに預けたら良いのかよくわからなかった。(認証保育所と認可外保育所の場所がわかりにく
かった)
・産後にかかる余計な負担というのが保活をした感想です。言葉はよくわからないし、区から発行された水色の

冊子をよく読んでもわからないことも多く。また、児童館等での口コミも、正直惑わされる情報もあって結局何が

正しいのかよくわからなかったです。

・出産前の申し込みは結局生まれた子供の特徴がわからないので、どの園に希望を出すか迷った。

・口コミなど希望の園の情報をネットで探すのが大変だった。

・区役所での電話相談をもっと親身になってもらいたい。

②手続き等に関すること
・全般的に保育園に一件ずつ見学申し込みや問い合わせするのが大変だった。特に認可外は選考が園ごとに

異なるので定期的にHPを確認するのが辛かった。
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・妊娠中から保活情報収集や産後の書類申請が負担でありオンライン申請できるようにしてほしい、入園通知な

どはメールやオンライン配信などしてほしい

・認証、認可外にいたっては、入園見学をしないと申込できないが、コロナ禍での見学は負担だった。また全て

個別申請のため効率が悪い。

・区の資料が使用しづらい(例えば最低指数の資料もPDF形式よりExcelプルダウンで情報が見られる方が使い
やすい)"
・助成制度等わかりにくいです。もっとざっくりでいいので一覧化したものがA41枚くらいであり、詳細は別途何
ページって感じであるといいです。また、それがホームページ上であるともっとよいです。

・初めて入園の申し込み申請手続きをしたので、書類に不備が無いかどうかが不安だった。両親分の就労証明

が必要という事がホームページだとわかりにくかった。不備があり保育課の方から連絡があったか締切1週間前
で、主人の会社に書いてもらう箇所があり焦った。

・提出後書類の不備(勤務証明書の月収の月が9月以降でならないため再提出した)と言われたが実際には申し
込み書や役所の説明で言われなかったことで二度手間になった

・区役所の確認が遅いので書類ではなく、Webで入力等、システム化して欲しい
・区役所への電話だと聞けることが限定的でコロナの中区役所に妊婦で行くのはかなり辛かった

③内定指数に関すること
・就労内定での申込みをしたが、点数が全然足りなかった。夫の転勤に伴い仕事を辞めざるを得なく、育休中に

退職となってしまったのだが、現状の保活事情だと一度退職した時点で点数的に足元にも及ばない。これでは

働きたくても働けない状況なので点数配分の見直しをしてほしい。

・フルタイム勤務ではないので、認可は諦めて少し遠い所でも認可外を探した事

・40点でも階層的に認可園の入園が厳しかった為、認証の情報収集見学も実施しなければならなかった。
・指数が理由で認可には入らないことがほぼ確実であることが妊娠前から分かっていたこと

④精神的、肉体的負担に関すること
・近場の保育園は最低指数が高く、受かりそうにもなかったので、かなり足を伸ばして隣駅辺りぐらいまでは見

学に行った。途中入園申込みもしていたが、案の定落ち、育休中はずっと入れるだろうかという不安に襲われて

いた。

・妊娠中のナーバスな時期に保活をしていると入れるかどうか心配で精神的に辛かったです。

・認可入園には復職を早め加点を狙うしか方法はなかったが自身の意図とは反しており実施しなかったがそれ

らを悩まなければいけやい状況、認可外を区外含め見学し申込をしなければならずその心体共に与えるストレ

スなど。認可園に入園できた場合の保育料が高額（最高金額）となり家計に大きな負担になるにも関わらず、見

合った内容の保育を受けられる保育施設に入ることができず、不公平感を感じ、自分の働いている意義を疑う

など、精神的に落ち込むことが多かった。

・先着順に内定が出る認可外はほぼなく、運要素が強かったので最後までどうなるかわからない不安があった。

・新設園がたくさんできたので入園できるものと期待を持っていましたが、蓋を開けてみたら不承諾。周りのママ

友も第一子ではほぼほぼ全滅でした。そこから慌てて認可外を探したので通う保育園が決定したのが3月に
なってから。とてもハラハラしました。

・決まるまでは精神的負担を感じた。決まらないと先の予定を立てにくいと感じてた。

区役所への電話だと聞けることが限定的でコロナの中区役所に妊婦で行くのはかなり辛かった

・第二子を妊娠中に保活をするのが精神的にも体力的にも負担だった。

⑤金銭面、助成に関すること、その他
・認可外に入った時に認可以上に費用が発生するが、所得の都合で補助対象外であることで、選択肢が狭まっ

たこと

・1歳クラスの手当をもう少しして欲しいと思います。
・認可保育園入れなかった場合の、保険の為の、小規模保育所探し。見学して、環境を見て、あまり入れたくな

いと思いました。（保育士さんは皆一生懸命働いていました。）

【５】役立った・よかったこと
２３、ご自身の保活をふりかえり、役立った、よかったと思ったものがあればお聞かせくださ

い。　回答者24人

①品川区の施策・制度・窓口対応等
・品川区のウェブサイト上の、イエスノー方式で必要書類を割り出してくれるもの。

・合格ラインを予想するために最低指数の情報は重要だった。
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・最低指数資料と住民税決定通知でおおまかに目処をたててから動けたのは良かった。

・品川区の相談窓口

・区役所窓口で、指数や階級の説明をうけた。

・また、過去数年の最低指数を教えてもらえた。（結果的には、過去数年の基準には全くみたない、希望保育園

に決まりましたが。）"
・保育課の電話対応が丁寧で安心した。

・わからないこと（助成金の話など）は電話で品川区の保育課に聞いたこと

・郵送で受付をしてくれるようになったこと

・カンガルー相談。

・かんがるープランでお話でき、疑問点が改善されたり、漠然とした不安が和らいだ。

・かんがるーぷらんは予約して面談ができたこと

②ママ同士のコミュニティ等からの情報
・ママ友とのつながり。保育園見学で出会った同じマンションのママさんに声をかけて良かった！！

・ママ友との情報交換が1番役に立った。ママ友がいなければ得られなかった情報が多いので、もっとネットや区
役所などでもリアルな保育園情報が得られるようになればいい。

・ママ同士のコミュニティ

・品川保活の保活経験者のインタビューが参考になった。

・児童館等での口コミで惑わされることも多かった一方で、まともな情報が入ることもあった。同じ保育園に決

まった知り合いもいたので、あちこち顔を出したことは良かったのではないかと思いました。

・去年品川区で保活を経験した友人からの情報

・児童センターでご一緒した、兄弟のいるお母さんからの情報

・ご近所さんの口コミ

③WebサイトやSNS等の情報
・保活の仕方についてSNSから情報(マナーや質問事項)を収集した。
・クチコミサイト、品川区の認可、認可外保育園が地図上に示されている個人ブログ

・またネット上の保育園の口コミは信頼性が低かったので東京都の第三者評価があるのは良かった。

・品川区議員あべゆみこ氏のTwitter
・品川保活見聞録（あさこさんという管理人の方が運営しているサイト）の情報

・リアルな口コミ投稿

④その他
・色んな保育園を見られたのでそれぞれの特色や雰囲気がわかり、また自宅保育の際のコツのようなものも学

べてよかったです。

・保育園が複数あった為、比較表を作って優先順位を整理した。比較表を作ったことで、旦那にも説明がスムー

ズにできた。

・認可外を見学しまくり申込しまくったこと。それでようやく入園先が見つかった。

・上の子の際に0歳4月入園ができなかったので引っ越したこと、過去2年度分のボーダーと入園可能枠の一覧
作成(品川区公表だと乳児クラスと幼児クラスの合算で使い物にならず、見学や問合せで調査が必要)

【６】保育園以外の選択肢・ベビーシッター補助制度について
  
２４、どこの保育施設も利用できなかった場合、どのような選択肢を検討していましたか。

（複数選択可）58 件の回答

選択肢 人数 割合

育休の延長 ３９ 67.2%

一時預かりやベビーシッターを活用 ２１ 36.2%
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別地域への移住 ７ 12.1%

夫婦どちらかが退職 ６ 10.3%

幼稚園の利用 ６ 10.3%

自営のため、勤務時間を調整して自宅で面倒を見る ５ 8.60%

祖父母や親せき、知人にお願い ３ 5.2%

検討していない １ 1.7%

【自由記述回答】職場の託児所を検討（片道1時間以上） １ 1.7%

【自由記述回答】第８希望のどこかには入れると思っていました。少人数の認可外は申請していました。 １ 1.7%

２５、東京都および品川区では、ベビーシッター補助制度が利用できます。どの保育園にも

入れなかった場合、この制度を利用したいと思いますか？60 件の回答

２６、ベビーシッターの利用に対する不安はありますか？ある場合は、その理由をお聞か

せください。（複数選択可）　60件の回答

選択肢 人数 割合

ベビーシッターとの相性・信頼性の不安がある 50 83.3%

不在時における盗難・物損等の不安がある 33 55.0%

保育の安全面での不安がある 32 53.3%

不安はない 4 6.7%

【自由記述回答】集団保育ではないので色んなものを身につけられなさそう。 1 1.7%

【自由記述回答】毎日7時間以上となると、費用面が辛そう。 1 1.7%

【自由記述回答】在宅なのでベビーシッターにいてもらっても仕事ができなさそう。 1 1.7%

【自由記述回答】ほかの子どもと関わりを持たせてあげたい。 1 1.7%

【自由記述回答】コロナなので、他人を家になるべく入れたくない 1 1.7%

【自由記述回答】コロナが気になり外部の人を家に入れたくない 1 1.7%

【自由記述回答】信頼出来るベビーシッターさんを利用しています。しかし、一歳過ぎたら他の

子供とのコミニケーションが必要だと思います。 1 1.7%

【自由記述回答】税金の負担が大きいこと 1 1.7%

【自由記述回答】補助金部分が雑所得として課税されてしまう点 1 1.7%

【自由記述回答】2歳までしか利用できないので、せめて3歳まで使えるように拡充してほしい。 1 1.7%

【自由記述回答】多胎児が対象外のことがある、金額が高額になる 1 1.7%

【自由記述回答】わいせつ事件への不安 1 1.7%
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【7】保育園に入園を希望した理由・入園時期について

２７、今回保育園に入園を希望した理由についてお聞かせください。（複数選択可） 59 件の回
答

選択肢 人数 割合

4月入園の方が保育園に入りやすいため 48 81.4%

低年齢クラスのほうが保育園に入りやすいため 30 50.8%

自身のキャリアアップのため 19 32.2%

将来の子どもの教育費等に備えるため 14 23.7%

育児は専門家にお願いしたいと思ったため 14 23.7%

周囲に子育てをサポートしてくれる存在がいないため 13 22.0%

日々の生活費に不安があるため 11 18.6%

自分には育児が向いていないと思ったため 10 16.9%

職場で育休を長く取れない雰囲気があったため 9 15.3%

自分の体調不良のため 5 8.5%

【自由記述回答】育児休暇が満2歳までで今回入れなかったら退職になるため 2 3.4%

【自由記述回答】社会性を身に付けさせたかったため 1 1.7%

【自由記述回答】子の社会性醸成のため 1 1.7%

【自由記述回答】子どものためにもそろそろ集団保育があってよいと感じたため。 1 1.7%

【自由記述回答】日中ひとりで子供二人（0歳児と２歳児）を見るのが大変だったため 1 1.7%

２８、希望する時期での入園が保証されているとしたら、どのタイミングでの入園を希望しま

すか。（産後2年以降は育児休業給付金が無いとして） 61件の回答

２９、その理由についてお聞かせください。

①0歳児クラスでの入園（4月）　
・キャリアを継続したい。

・自身のキャリアも大切にしたい。

・早い時期から、いろんな人と接して欲しいから。

②1歳の誕生日を迎える月
・仕事を一年以上ブランクを開けるのが怖いが、低月齢で預けたくないから
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・ある程度体もしっかりしてきてる時期だから

・離乳食の完了期や予防接種がある程度落ち着く頃まで一緒にいたい。1年以上だと職場復帰した後の感覚を
取り戻すのに苦労しそう。

・1年未満だと早く感じるため。
・1年間は集中して自分で子育てをしたい
・会社で一歳までの育児休業が認められているので、その期間は子育てに集中したい。現状では、0歳児クラス
でないと入園は難しいので、育児休業を切り上げて復帰をする必要がある。

・本当は2歳の誕生日まで育休取りたいけど、育休手当が50%で経済的に厳しい為1歳の誕生日くらいには復
帰して稼ぎたい。

・1年間は一緒にいたかった
・産まれる月によって０歳児4月始まりだと低月齢すぎるので、1歳になったら預けるくらいでちょうどいい。外遊
びなども増える為

・第一子出産後に一度復職するつもりだったので、長期の育休を取得すると第二子以降の妊活も先延ばしに

なってしまうため。

・1才になれば体も発達し体調不良も少なくなり予防接種もほぼ終わり親として預けるのにも不安が少ないた
め、2年も休むと復職時にかなり大変なため、4月一斉入園だと先生たち&親(復職と入園が重なる)の負担が大
きくそれを分散するため

・１歳までは、熱が出たり病気になりやすい為

・仕事のキャリアプランもあるが、育児の悩みを相談できる場所がほしい。

・1年休みたいが入園は4月の時期の0歳児クラスが入りやすいため、１歳になる月に入れることが確約されれ
ば育休を短縮する必要がなくなる。

・せめて1歳になるまではこどもの成長をそばで見ていたい
・1歳までは一緒にいたいため
・1歳でも2歳でも良いが年度途中で入園できるのであれば、休業給付金をもらい、最低限の生活を確保しなが
らゆったりと育児ができるため

・保活に追われる時間がもったいない

・育休制度を最大限活用できる

③1歳児クラスでの入園（4月）
・家庭での時間を十分確保した後、集団生活で社会性を学び始めてほしいタイミングだから

・1歳で必ず入れると保証があるとそれだけで安心。そして、仕事への復帰も早くできるのでブランクを感じること
なく済みそう。

・産後うつなども減りそう。

・一歳4月が親も子も新生活で気分が良い
・最初の一年はこどもと一緒にいたいと思うから。ただあまりに休みが長期化するとキャリアにも影響が出るた

め、1歳くらいが妥当だと思う。
・発育の差が大きい0歳児を預ける不安があるため、本当は1歳で保育園に預けたい。
・一年くらいは仕事やすみたい

・立つ歩く、などの成長も育休中に見ることができた後に預けられること、0歳時におこる不慮の事故ケガのリス
クが少し減ること

・1年は自分で育ててみたかったので。でも1年は少し短く感じ、1年半くらいがちょうどいいと思ったので。
・0歳は病気になったときが不安のため。
・少なくとも産後一年は自分で育てたいから。

・一歳過ぎたら、子供同士の刺激と成長が必要だと思います。

・今回6ヶ月で入園する事になったが、もう少し一緒にそばで成長を見守りたいと感じた為。0歳時期だとまだ生
活リズムが慌ただしい時期に仕事復帰する事に対する精神的・体力的不安がある為。

離乳食も完了し、他者(お友達や先生)との関わり合いや遊びによって得られる刺激が必要な時期になってきた
と思ったので。

・仕事復帰もしたいけど我が子の成長をもう少し見ていたかった。朝まで寝てくれることがないので、卒乳し夜の

睡眠が安定してきてからだと体力的な負担も少ないと思った。

④2歳の誕生日を迎える月　
・できるだけ長く子供と一緒にいてあげたいからです。でも今の状況だと0歳児クラスで預けないと入れない状況
です。

・本当はなるべく長く一緒にいたいが、金銭的にもキャリア的にも厳しくなると思うので、2歳までが限界だと思
う。

・子供との時間をなるべく長く持ちたいため

・なるべく長く子供の成長を見届けたいから
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⑤2歳児クラスでの入園（4月）
・早生まれなので、一歳過ぎてすぐ入れるのではなく、２年くらいは一緒に過ごしたかった

・はじめて子育てをしてみて、子どもの成長を目の前で見られることはうれしく感じることが多かった。特に2歳ま
での著しく成長していく時期はいっしょにいたかった。

・子供となるべく一緒にいたかった

⑦【その他】2歳又は3歳の誕生日を迎える月
・給付金があるまで、又は育児休暇が終わるまで。

・なるべく長く子供の成長を見届けたいから

⑥それ以降での入園
・子どもと一緒に過ごしたいから

・子供とできる限り長く一緒にいたい

・出来るだけ子供と長く過ごしたい

⑦わからない
・転居を考えているため

【８】感想・要望

３０、認可保育園への入園の優先順位について感じていることを教えてください。（複数選

択可）56 件の回答

選択肢 人数 割合

育休明け加点がほしい（保育園枠を確保するため急いで保育園に預けなくてすむかもしれない） 35 62.5%

認可外保育施設（０～2歳枠）を卒園した後、認可保育園に入れるよう配慮してほしい 24 42.9%

兄弟加点を増やしてほしい 11 19.6%

自営業者をもう少し優遇してほしい 8 14.3%

兄弟加点を減らしてほしい 7 12.5%

正社員ではない人をもう少し優遇してほしい 7 12.5%

求職中の人をもう少し優遇してほしい 7 12.5%

【自由記述回答】多胎児加点も欲しいです。 1 1.8%

【自由記述回答】双子ポイントがほしい 1 1.8%

【自由記述回答】医師看護師だけでなく、警察官や消防も加点して欲しい 1 1.8%

【自由記述回答】必死で働いている高額納税者が損をする仕組みを是正して欲しい。実際には世帯

年収2000万程度で保育料8万近くは大きな打撃。 1 1.8%

【自由記述回答】医療従事者に一律で加点するのは不公平。精神科や皮膚科など、コロナと関係な

い医療関係者もいるから。 1 1.8%

【自由記述回答】所得や税金によって、支払う保育料が異なる上に、高所得者の階層が大きいと選考

に不利なのもおかしいと思う。夫婦共働きでバリバリ働く為には保育園は必要。 1 1.8%

【自由記述回答】一人目の加点がないため、収入が比較的多い場合、シッター利用など工夫したとし

ても遠距離にある保育園に預ける事になる。下の子は兄妹加点3でほぼ希望通りにいけるため、同じ
タイミングで上の子も転園できるように加点を1ではなく、3にしてほしい。 1 1.8%

【自由記述回答】夜勤のある場合の加点がほしい 1 1.8%

【自由記述回答】早生まれで1歳児クラスになる子の、定員の増加 1 1.8%

【自由記述回答】両親が遠方（通える距離じゃないくらい遠い）の人にも加点がほしい 1 1.8%
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３１、保活に関する品川区の仕組みで、こうなればいいのにと思うことを教えてください。

（複数選択可）60 件の回答

選択肢 人数 割合

保育園の見学予約をWEBでできる仕組みづくり 47 78.3%

自身の指数や階層を簡単に確認できる仕組み作り 43 71.7%

入園申請書類の電子化 38 63.3%

区内の認可外保育施設情報の一括提供 34 56.7%

しながわパパママ応援アプリでの保育施設の空き状況の開示 32 53.3%

しながわパパママ応援アプリでの保活情報の提供 21 35.00%

早生まれ児の入園予約制度の枠を増やしてほしい 19 31.7%

平日の夜間や土日の対応など、保活支援の時間帯・曜日の拡大 19 31.7%

【自由記述回答】求職中や個人事業主に対する入園枠を確保してほしい。 1 1.7%

【自由記述回答】早朝保育ふやしてほしい 1 1.7%

【自由記述回答】私立園も育休明け入園予約制度を取り入れてほしい。また、入園内定者のボーダー

ラインを内定者3人以下の場合は非公表にしてほしい。2人入園だと自分の所得が分かってしまうか
ら。 1 1.70%

【自由記述回答】自分で計算した階数と実際の階数が違った。簡単にわかるようになると便利。 1 1.70%

３２、これから品川区に力を入れて検討してもらいたいことを教えてください。（複数選択可）
59 件の回答

選択肢 人数 割合

希望時期に入園できる仕組みづくり（4月以外でも入園できる仕組みづくり） 48 81.4%

兄弟同園になる仕組みづくり 34 57.8%

最寄りの認可園はその地域に住む子どもが優先して入園できる仕組みづくり 33 55.9%

０、1，2歳の入れる保育所の充実 31 52.5%

保育士の待遇改善 31 52.5%

保育園の質の確保 24 40.7%

病児保育や病後児保育 24 40.7%

幼稚園の預かり保育の充実 22 37.3%

3歳以降の受け皿の確保 16 27.1%

パートタイムでも保育園に入れる仕組みづくり（週２，３日など） 12 20.3%

夜間保育 2 3.4%

【自由記述回答】早朝保育 1 1.7%

３３、ご自身の保活をふりかえり、感想や品川区への要望をお聞かせください。

【感謝や肯定的な感想等】

・待機児童が多いエリアからの転入→保活でしたが、情報の提供や保育園数などもふくめて品川区は比較的恵

まれているのかなと思いました。

・入園予約制度で入園できたのは、非常に良かったです。この枠を増えれば、もっと保活が楽になる人が増える

と思います。

・コロナ禍で早めの保活が出来なかったため、復職予約制度の申し込みを見送ったが、希望の保育園にも入園

が決まったので、概ね満足です。
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・第一子は別の区での保活をして、認可と認証で10園以上申し込んだが、すべて落ちてしまったことと比べる
と、今回はそれほど大変ではなかった。品川区は子育てしやすい地域だと感じている。"
以前住んでいた県に比べて品川区は内定者最低指数の開示や、保育園の増設などサービスが充実していると

と感じた。母親一人で保活していたので、辛さを共有できる他のお母さんと知り合うまでは精神的に辛かった。コ

ロナで先行き不透明だったが、園への問い合わせを当初の予定どおりに開始したのが内定を得るのに良かった

と思う。

【区の施策や制度に関する要望】

・育休明け復職予約制度を知ったのが、4月の一斉申込みの時期だったため申し込み期間が過ぎていた。知っ
ていれば利用を検討したが情報を持っていなかった。出産時などに品川区から情報提供をしてもらえると、助か

るなと思った

・保育園も幼稚園も情報収集がアナログな部分がある。園の具体的な情報などが比較できるようなまとめサイト

があるとありがたい。

・保育課の担当者が不親切だった、地域別の待機児童をゼロにしてほしい

・申込書等は電子化してほしい。

・病児保育園の新設よりも病児対応シッターへの使用料補助を望む

・階層的に認可が厳しいと感じ、認証の保活にも多くの時間を割きました。結果、0歳児入園でも認可は不承諾
となり認証への入園となりました。まずは認可園の増設をお願いしたいのと、認証卒園後再度保活をしなければ

ならないのは大きな負担の為、認可保育園へ転園出来る措置が欲しいです。もしくは認可外加点を増やして欲

しいです。

二度と保活をしたくないほどキツかったが、今通っている認証保育園が2歳までなので、3歳以降を思うと辛い。
働きながら午後早く終わる幼稚園に入れることはできないので、この先のキャリアを諦め始めている

・現在2歳の子供が入園できた認可外保育施設が２歳児クラスまでの園のため、またすぐに保活をしなければな
らない状況で、非常に不安です。

可能であれば、受入先として認可保育園（3歳児クラス）に入れる仕組みがあると良いと思いました。

【指数に関する要望】

・第一子加点無しだと1歳クラスが絶望的で0歳クラスの応募となったので、今後1歳の受け入れ枠がもっと増え
ればいいなと思いました。

・正社員でずっと働いてきてキャリアアップしてきたのに、今回保育園に入れられないことでキャリアを諦めない

といけない事態になるところでした。パートや求職中の方等も大変なのはわかりますが、今までずっと働いてき

た私たちが保育園に預けられる仕組みにして欲しいです。お金があるから認可外に預けられると思われてるか

もしれませんが、認可外も全て落ちました。もし認可が低所得の方を優遇されるのであれば、せめて認可外の

誘致等をしていただけないでしょうか

・自営業も会社員と同等の扱いにしてほしい

・品川区は保育園に入りやすいとの噂があったせいか、結果今年は激戦でした。1.2歳児の入園枠の確保、そし
て長く品川区に住んでいる人は優遇して欲しいと思います。たくさん税金は納めてきたつもりです。

・０歳児でないと入園しづらい状況は本当に改善してほしいです！育児休暇を２年とるなり、年度途中に復帰す

るなり、自分の希望に沿った時期に入園できる環境になってほしい。今回、認可に引っ掛かりましたが、後から

指数を見て驚きました。というのも、我が家は８個書いたうち内定出た園しか引っ掛からなかったからです。コロ

ナもふまえ育児休暇を延長することも検討しましたが、１歳以降の入りづらさを見ると、この４月に０歳で入園せ

ざるをえないんだなとあきらめました。なので、今回の保活は認可決まって良かったというよりも、制度に負けた

ような気持ちです。

・上の子が小一の時までは兄弟加点をつけてほしい(年長よりも小一の方が手がかかるのではないか)

【情報提供に関する要望】

・2021の一歳児は、大体1400名中800名確定。600名入園出来なかったとのデーターを見た。
それに対して、前年の2020年度の待機児童数が13名。 と言う数字もある。
待機児童数は、カウントの仕方を変えて、例えば育児休暇を延長出来る人とかベビーシッター雇える人とかどん

どん差し引いた数字かと思うが、それでは保活している人に実際の倍率、入りにくさが伝わらない。

・保活を始めた当初、私は品川区は待機児童ほとんどいないから、楽に入れると勘違いしました。その後保活を

始めて情報収集と区役所の保育課のアドバイスで、現実を知りました。発表する為の辻褄合わせの数字ではな

く、シビアな現状を理解したいです。

・品川区の保育園相談に派遣社員の方が対応される場合、回答が適当な場合があり、当たり外れがある。結

局、区の職員に確認しており、対応が標準化されていない。対応者によっては、加点をつけている根拠までしっ

かり説明してくれる人もいるので、お役所仕事ではなく、背景も文章化して見れるようにした方が良いと思う。

・はじめての保活は基本的なこともわからず漠然とした不安があった。しおりを見れば分かるでしょと言われても

情報がたくさんあり、自分に落とし込むのに時間がかかったし、赤ちゃんのお世話をしながらゆっくり見れなかっ
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た。今は基本的なことがわかってるので、見れば色々な情報が詳しく書いてあることはわかるが当時は難しかっ

た。保活をはじめる人向けの講座や動画などがあれば、初めての人は保活についてイメージしやすくなると思う

し、妊娠中から準備できる人も増えるも思う。

・保活に使う時間が区役所も親ももったいない、保育園の資料がわかりにくいので改善して欲しい

【多胎児に関する要望】

・双子の保活はしんどいです。まず同じ学年で同じ保育園に2名の空きがあることがまず稀。兄弟加点では差が
なく1歳、2歳と預ける事ができませんでした。知り合いはわざわざ認可外に入れて認可に入るなんてこともして
いて過酷です。

・区立と私立の差がある。双子のため、一人を病院に連れて行きたいときにもう一人は保育園に預けたいが区

立はその辺りの融通が効かず今遠くの私立に通わせておりかなり辛い。

【金銭面での要望】

早く仕事に戻らず安心して子育てができるように育休中の生活保証や手当が欲しい

【保育士待遇、保育の質に対する要望】

・新設園も増えて入園枠が増えたのはありがたいが保育士さんの配置数増加を強く望みます(コロナで清掃負
担が増大し保育の質がどうしても下がっているように感じます)
・保育士さんの数を増やすために待遇の改善をして欲しい
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